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第２章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり 

１ 保健・医療体制の充実 

《方針》 

◎乳幼児期から高齢期のすべてのライフステージ※において、生活習慣病※の発症予防と

重症化予防を推進するとともに、医療体制の充実を図ります。 
 

【これまでの取組】 

・⺟⼦に対する健康の保持及び増進のため、健康的な⽣活習慣を早期から確⽴できる
よう保健・栄養指導を⾏っています。さらに、妊娠・出産期を安全・安心に過ごせ
るように、妊産婦への支援を強化しています。 

・成人保健における⽣活習慣病※の発症や重症化を予防するために、特定健診の受診勧
奨及び特定保健指導の充実に取り組むほか、がんの早期発⾒・早期治療のため、各
種がん検診を⾏っています。また、禁煙を希望する人への支援を⾏っています。 

・⽣活習慣病※を発症させないように、ライフステージ※に応じた食事指導を実施して
いるほか、糖尿病や慢性腎臓病などの⽣活習慣病※の重症化を防ぐために栄養指導を
実施しています。 

・⽣涯を通じて⾃分の⻭で食事ができるように、乳幼児相談や健診時に⻭科保健相談
を⾏っているほか、未就学の園児へのフッ素塗布、⼩学⽣を対象とした⻭科健康教
育や成人⻭科健診を実施しています。 

 

 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・少子化が進むなか、安心して子どもを産みゆとりを持って健やかに育

てるために、家庭や地域の環境づくりが求められています。 

・働く母親も安心して子どもを育てられるような、子育て支援と相談事

業の充実が必要です。 

・生活習慣病は自覚症状がなく進行するため、死亡や要介護状態になる

主要因の一つになっています。 

・運動や食事等の生活習慣の改善を促し、生活習慣病予防や改善への取

り組みが必要です。 

・生活習慣病予防のために特定健診を実施していますが、受診率・保健

指導率は目標値には至っていません。 

 

□ライフステージ：人間の一生における幼少期、児童期、青年期、壮年期、老年期などのそれぞれの段階のこと。 

□生活習慣病：生活習慣が発症原因に深く関与していると考えられる疾患の総称。（糖尿病や慢性腎臓病など） 
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・こころの健康の保持のため、精神保健における訪問支援や相談事業を実施するとと
もに、回復者クラブへの支援を⾏うなど、安定した在宅療養⽣活が送れるよう努め
ています。 

・各種感染症の発症と蔓延を予防するために、対象者に対する接種勧奨を⾏っている
ほか、任意接種の助成対象（おたふくかぜ、風疹等）を拡大しています。 

・新型コロナウイルスという未知の感染症に対応するための、情報収集、町⺠への周 
知、基本的感染対策の実施に努めています。 

・地域医療の維持存続のため、医療機関が⾏う救急医療対策・医療機器等の整備・人
材確保等に要する費⽤の補助を⾏っているほか、東藻琴診療所を医療法人に指定管
理委託し、医療体制の整備・充実を図っています。また、町内基幹病院の建物を取 
得し、医療法人の負担軽減を図るなど経営の安定化を支援しています。 

 

 

 

施  策 施策の内容 

① ⺟⼦を対象に、妊娠と出産が正
常かつ安全であり、健康づくりの
基盤となる乳幼児期を心身共に健
やかに育つことができるよう支援
します。 

〇健康に妊娠・出産・⼦育てができるような相談
機会の充実及び妊産婦へのケアの充実 

〇疾病、異常の早期発⾒・早期対応、成⻑発達の
確認及び⼦育て支援 

〇医療機関・保健所等関係職種との連携強化 

② 成人を対象とした疾病の予防や
健康の保持増進を図り、⽣活習慣
病を予防するため、⾃ら対象者が
課題を認識して、改善のため⾏動
変容に結びつけられるよう努めま
す。 

〇個別の健康管理の啓発 
〇特定健康診査受診率の増加と特定保健指導・情

報提供の充実 
〇各種がん検診・その他の健康診査の推進 
〇健康教育の推進 
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施策の背景 

・生活習慣病の予防のためには、ライフステージに応じた適切な量及び

質の食品摂取の選択が重要になってきます。 

・乳幼児健診や特定健診等の健診データ等を活用した効果判定及び事業

の継続的な改善が課題となっています。 

・ストレス過多の社会で、少子高齢化や価値観の多様性が進むなかで、

誰もがこころの健康を損ねる可能性があります。 

・一人一人がこころの健康問題の重要性を認識するとともに、自らここ

ろの不調に気づき、適切に対処できるようにすることが重要です。 

・こころの病気を抱える人が地域で安定した状態で生活するために、定

期的な通院や服薬のほか、地域での交流機会等の支援が必要です。 

・歯科疾患の予防は、「う歯予防」及び「歯周病予防」が大切です。 

・生涯にわたって歯・口腔の健康を保つには、個人で自身の歯・口腔状

況を的確に把握するため定期的な歯科医院受診及び健診、歯科指導が

必要です。 

・歯周病と糖尿病や循環器疾患等の関連性が報告されており、成人にお

ける歯周病予防の推進が不可欠です。 

・感染症の予防のため、各種予防接種を実施しています。 

・定期接種になっている子宮頸がんワクチンは副作用の影響から勧奨を

控えていますが、対象者に正確な情報を提供していくことが必要で

す。 

・新型コロナウイルスをはじめとした、未知の感染症等に備える必要が 

あります。 

・医師や看護師、介護職員など、医療・介護を担う人材が慢性的に不足

しています。 

・人口減少社会における地域医療のあり方が問われています。 

・献血への協力者が減少傾向にあります。 

・既存施設の安全性と有効利用から、健康・福祉などの総合的な施設整

備の検討が必要です。 
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施  策 施策の内容 

③ 健康の保持・増進と⽣活習慣病
予防のための食⽣活習慣の確⽴を
進めます。 

〇⼩児から成人、高齢者までを含む健康状態の把 
握 

〇適切な食習慣の確⽴の推進 

④ 一人一人がこころの健康問題の
重要性を認識するとともに、⾃ら
こころの不調に気づき、適切に対
処できるよう相談機会の充実を図
ります。 

〇こころの不調を早めに気づき、適切な療養⽣活
を送るための相談機会の充実と医療機関・カウ
ンセラー等との連携 

〇安定した療養⽣活が送れるための医療機関・カ
ウンセラー等との相談機会の充実 

⑤ こころの病気を持ちながらも、
病状が安定して地域で⽣活できる
よう支援します。 

〇安定した療養⽣活が送れるための相談機会の充
実 

〇精神障がい者回復者クラブへの活動支援 

⑥ 一⽣⾃分の⻭で食べられるよう
に、⻭科疾患の予防・早期発⾒の
推進を図ります。 

〇乳⻭のう⻭予防の啓発 
〇永久⻭のう⻭予防の啓発・フッ化物洗⼝ 
〇⻭周疾患の予防及び⻭⼝清掃の⽅法の周知 

⑦ 各種感染症の発症予防と蔓延防
止に努めます。 

〇各種予防接種の実施と予防接種に関する正確な
情報提供 

〇エキノコックス症※予防に関する正しい知識の
普及と検診による早期発⾒・早期治療 

〇感染症に関する的確な情報把握・発信及び衛⽣ 
資材の確保 

⑧ 地域医療体制の構築のため、保
健・医療・福祉サービス機能を維
持し、医療機関への支援を⾏いま
す。 

〇医療サービスの分担と医療の確保 
〇基幹病院としての位置づけと支援 
〇医療・介護を担う人材確保の支援 
〇保健・医療・福祉の連携強化及び健康相談サー

ビスの推進 
〇広域的な高度医療の確保 

⑨ 献⾎の普及啓発を⾏い、献⾎者
の確保に努めます。 〇献⾎の普及啓発と献⾎者の確保 

⑩ 健康・福祉などを含めた総合施
設の整備について検討します。 

〇既存施設の建替え時に併せた計画的な整備の検
討 

□エキノコックス症：エキノコックスという名前の寄生虫が主に肝臓に寄生しておこる病気。（北海道では主にキツネなどの動物間で広がりをみせ

人へも感染する） 
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２ 地域福祉の推進 

《方針》 

◎地域に暮らすすべての人がお互いを認め合い、支え合いながら、共に生きることができ

る地域社会づくりを進めます。 

 

 

【これまでの取組】 

・家庭における介護技術の普及を目的に、介護技術講習会を開催し、知識や技術の普
及と人材の育成を図るとともに、介護に関する情報の提供に努めています。 

・高齢者や障がい者のいる世帯、⼦育て世帯等の⾒守りや安否確認のため、⺠⽣委
員・児童委員が中心となって訪問や相談対応、高齢者⾒守り事業の委託を実施して
いるほか、郵便局、新聞販売所、電⼒会社、灯油・ガス販売店などと提携し⾒守り
体制を強化しています。 

・高齢者や福祉団体等の事業活動や東藻琴診療所への送迎のため、福祉バス及び患者
輸送バスを運⾏しているほか、福祉有償運送等の⽅策を協議するために、運営協議
会を設置しています。 

・⼦どもへの虐待を早期に発⾒するために、児童相談所と連携した対応を図りながら
地域の情報を収集しているほか、人権思想の普及・啓発のため、人権擁護委員を配
置し相談体制の整備を図っています。 

・認知症の高齢者や知的障がい者などのうち、財産や⾦銭の管理を⾏うことができな
い人が、⽇常⽣活の支援や福祉サービスの利⽤援助を受けながら地域で安心して⽣
活ができるように、社会福祉協議会と連携し⽇常⽣活支援員等の養成を⾏っていま
す。 

 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・障がいや世代を超えてお互いを認め合い、支え合える社会を実現して

いくためには、一人一人の人間をいたわり、尊重するこころを醸成す

ることが大切です。 

・福祉制度が複雑になるなか、どこに相談にいけばよいのかがすぐ分か

り、必要な情報を必要とする人が手に入れることができる体制が必要

です。 

・情報技術を利用する人としない人との間で差が生じないよう、必要な

情報の提供に努めることが必要です。 
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・高齢者世帯や障がい者世帯が、冬期間に⾃⽴した⽣活ができるよう除雪支援を⾏っていま 
す。 

・７５歳以上の高齢者や障がいのある⽅が、地域との関わりを持てるように、福祉タクシー 
券・外出支援タクシー券を交付しているほか、高齢者の健康増進、障がい者の効果的な訓 
練等を促進するため、町外の病院や施設などへの検査、訓練、治療や相談などのために要 
する経費を助成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施  策 施策の内容 

① 地域福祉に対する意識の高揚や
普及、啓発に努め、地域に暮らす
全ての人がお互いを認め合い、支
え合える社会づくりを進めます。 

〇学校・家庭・地域における福祉教育の推進 
〇⼦どもから大人まで、多くの人が交流できる活

動の推進 
〇障がいのある人もない人も、差別なく安心して

暮らせる地域の実現に向けた普及・啓発 
〇災害等により被災した人への支援 

② 福祉サービスをはじめ、保健・
衛⽣・医療・介護・防災に関する総
合的な情報の提供に努めます。 

〇町のホームページや登録メールによる情報の発
信 

〇広報誌やせいかつあんしんガイドブックによる
情報の提供 

〇双⽅向に活⽤できる情報発信手段の検討 
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施策の背景 

・民生委員や児童委員の協力を得ながら、行政や社会福祉協議会、学校

等と連携し、見守りや相談対応などを行っていくことが必要です。 

・町民との協働による地域づくりを実践していくために、ボランティア

団体への支援が必要です。 

・在宅での介護が増えてきており、人材の育成を継続していく必要があ

ります。 

・少子高齢化の進行や単身世帯の増加などにより、「見守り」を必要とす

る人が増えています。 

・相互扶助意識や地域コミュニティ活動が低下する傾向が見られます。 

・公的な見守り体制に加え、身近な地域での助け合いや見守りを行うこ

とが必要です。 

・高齢化や障がいなどによって自家用車の運転ができないなど、自由に

外出できない人が増えています。外出機会の創出により、生きがいを

持って自立した生活を送るための移動手段の確保や費用負担の軽減が

必要です。 

・所得が低い高齢者や障がいのある人の中には、冬期間の生活に不安を

抱えている人がいます。 

・高齢者・障がいのある人・子どもなどの立場の弱い人への虐待や家庭

内暴力が社会問題となっています。 

・いじめのない、孤独な人のいないまちづくりが必要です。 

・認知症高齢者や知的障がいのある人など、日常生活に必要な判断力の

ない人を地域で見守る必要があります。 

・虐待やＤＶ※などが社会的な問題となっており、地域における監視体制

の構築が必要です。 

 

□ＤＶ：（domestic violence の略）夫婦やパートナーから受ける暴力のこと。 
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施  策 施策の内容 

③ ⺠⽣委員や町内の事業者、団体
と協⼒し、⾒守りや相談の体制の
充実に努めます。 

〇⺠⽣委員協議会の運営支援 
〇⺠間企業や団体などと連携した⾒守り体制の強

化 

④ 地域福祉の基礎となる人材の育
成・活⽤に努めるとともに、主体
的に地域福祉に取り組む町⺠組織
を支援します。 

〇体験学習や研修等によるボランティア活動への
参加促進 

〇各種社会福祉団体への活動支援 

⑤ 早期発⾒、早期対応、不安解消
が必要な人達を把握するととも
に、地域で⾒守る体制の充実を図
ります。 

〇地域の⾒守り体制の充実、地域活動の拠点づく
り 

〇災害時・緊急時の支援体制の構築 

⑥ 高齢者や障がいのある人の移動
手段の確保や費⽤負担の軽減を図 
ります。 

〇福祉関係団体の活動や研修等のための交通手段
の確保 

〇通院や買い物などの交通手段の確保と費⽤負担
の軽減 

〇福祉有償運送協議会の運営 

⑦ 高齢者や障がいのある人の冬期
間における⽣活上の負担を軽減し
ます。 

〇冬期間の採暖費⽤の負担軽減 
〇除雪に対する身体的負担の軽減 

⑧ 虐待の防止と早期発⾒のため、
地域全体で監視する体制づくりの
普及・啓発に努めます。 

〇要保護児童対策地域協議会の運営 
〇高齢者や障がいのある人の家庭内虐待防止へ向

けた普及・啓発 

⑨ 人権の尊重や権利擁護について
の啓発活動を進め、相談体制の充
実を図ります。 

〇人権擁護委員の配置による人権相談の実施 
〇関係機関との連携による⽣活支援員の養成 
〇ＤＶに対する相談窓⼝（北海道、警察等）との連

携 
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３ 子育て支援の推進 

《方針》 

◎子育てを地域で支援し、子どもの安全・安心を確保して心身共に健やかに育つための環

境づくりを進めます。 

 

 

【これまでの取組】 

・⼦どもを育てながら働く人を支えるために、保育施策として０歳児からの受け入れ
を⾏っています。 

・幼児期の教育や保育、地域の⼦育て支援を総合的に推進するために、⼦ども・⼦育
て会議を設置し、⼦どもや家庭の状況に応じた支援を⾏っています。 

・⼦どもの健全な遊びや居場所づくりのため、児童センター・児童クラブ・⼦育て支
援センターを開設し、高齢者との遊びを通じた異世代交流や地域指導者による体験
活動を⾏っています。 

・東藻琴地区に児童館「のんきっず館」を整備しています。 
・ひとり親家庭への適切な支援を⾏うために、⺠⽣委員と連携した相談体制を整備す

るとともに、医療費の助成を⾏っています。 
 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・地域の子ども・子育て支援を総合的に推進していくことが必要です。 

・保育園への申込み数が増えているため、保育士資格者の確保が必要で

す。 

・児童センター・児童クラブは、幼児・児童にとって重要な異世代の交

流、健全育成に貴重な活動体験の場となっており、今後も継続した取

り組みが必要です。 

・ひとり親家庭に対しては、適切な福祉制度の活用のほか、自立に向け

た切れ目ない支援が必要です。 
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・「大空町認定こども園基本構想」に基づき、施設整備を進めています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施  策 施策の内容 

① 次代を担う⼦どもたちがすくす
くと育つことができるような支援
をはじめ、⼦育てに対する負担の
軽減を図り、その環境づくりを進
めます。 

〇⼦育ての総合的支援と計画的な推進 

〇特別児童扶養手当支給のための認定事務の実施 

〇⼦どもの医療費の軽減 

〇中学校終了前の児童を養育している者への児童
手当の支給 

② 保育ニーズを把握し、必要なサ
ービスの充実を図ります。 

〇０歳児保育の実施 

〇広域利⽤制度の整備 

③ ⼦育て家庭のニーズに合わせ⼦
どもたちの居場所づくりや健全育
成のため、放課後児童対策を推進
します。 

〇児童センター・児童クラブの管理運営 

〇児童遊園地の維持管理 

④ ひとり親家庭の⽣活の安定を図
ります。 〇ひとり親家庭への医療費の助成 
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４ 高齢者福祉の推進 

《方針》 

◎高齢者が健やかに仕事や生きがい、ボランティア活動等の社会参加ができ、介護が必要

な状態になっても住み慣れた地域で安心して日常生活が継続できるよう体制整備に努

めます。 

 

【これまでの取組】 

・高齢者が住み慣れた地域で⽣活できるように、地域包括支援センター※を設置し、総
合相談や介護予防を⾏っているとともに、サービスの連携や調整を図っています。 

・介護技術の普及や人材を育成するために、介護予防講演会、認知症サポーター養成
講座を実施し、介護に関する情報提供を⾏っています。 

・虚弱高齢者に対する⽣活管理指導員派遣事業や⽣活管理指導短期宿泊事業等のサー
ビスの提供を⾏っているほか、寝たきり高齢者等に対し、移送サービスや入浴サー
ビスを提供しています。 

・高齢者の健康増進や教養の向上のため、⽼人福祉センターを設置し、サークル活動
やボランティア活動、交流や憩いの場として提供しているほか、高齢者の就業や交
流を促進するために、高齢者就労センターや⽼人クラブへの支援を⾏っています。 

・一人暮らしや所得の少ない高齢者世帯に緊急通報⽤電話機を貸与し除雪サービスを
提供するなど、急病・災害時に迅速に救援できるよう支援体制を整えています。 

 

 

 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・健康で元気に生活できる期間（健康寿命）をできるだけ伸ばし、加齢

に伴う心身の機能低下予防など、健康の保持・増進に努め、自らが介

護予防に取り組むことが必要です。 

・家族や近隣の人々が支援してきた身近なことを介護サービスに委ねる

傾向が見られます。 

・家族や近隣の人々など地域住民の力とともに、高齢者自身がサービス

の担い手となる町民参加型の支援体制の整備が必要です。 

 

□地域包括支援センター：介護サービスなど高齢者の生活を支える役割を果たす総合機関のこと。（高齢者やその家族が抱える介護サービス

や権利擁護、高齢者虐待、消費者被害などの様々な相談に応じる窓口でもある）  

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者の⻑寿を祝い、福祉への理解と関心を深めるために、⽼人福祉大会やふれあい広場
を開催しています。 

・町内の高齢者福祉施設待機者解消のため、特別養護⽼人ホームの増床整備を⾏っています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施  策 施策の内容 

① 介護予防への取り組みを積極的
に推進します。 

〇介護予防の積極的な推進 
〇必要な介護知識・技術の習得ができる講習会等

の開催 
〇保健・介護一体的実施推進事業の受託 
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施策の背景 

・虚弱高齢者や要支援・要介護認定者等が地域で生活を継続していくた

めに、介護保険サービスの適切な運用と介護保険サービスでは対応し

きれない部分を保険外サービスとして対応をしていくことが必要で

す。 

・多様な生活課題を抱えている高齢者が地域で安心してその人らしい生

活を継続できるよう、包括的かつ継続的に支援することが必要です。 

・高齢者の様々な活動や交流の場として、継続して老人福祉センターを

運営する必要があります。 

・老人クラブの会員数は減少傾向にあり、地域ごとの単位クラブ活動に

影響が出ています。 

・一人暮らしの高齢者の非常時や緊急時に、ご家族等へ連絡が取れるよ

うな体制づくりが必要です。 

・高齢化の進展から要介護認定者も増加が見込まれる一方、高齢者も含

め全体の人口減少が見込まれます。 
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施  策 施策の内容 

② 介護が必要になっても地域で⽣
活できるよう支援します。 

〇介護が必要な人への適切な介護認定の実施 
〇ヘルパー・デイサービス・デイケア等の在宅⽣

活を支える介護保険サービスの継続 
〇住宅改修など住環境の整備 
〇特別養護⽼人ホームやグループホーム等の施設

で安全に⽣活できる場の提供 
〇寝たきり⽼人等入浴サービスなどの介護保険外

サービスの継続 
〇総合相談支援等の地域包括支援センター※機能

の充実 
〇介護者支援の充実 

③ 地域に住む高齢者に関する様々
なニーズをとらえ、適切な機関・
制度・サービスにつなぐために、
継続的に支援します。 

〇家庭訪問や相談など総合相談事業の充実 
〇地域のニーズ把握の推進 
〇権利擁護事業の推進 
〇関係機関との連携強化 
〇⽣活支援体制の充実 

④ 高齢者が学習や仕事、地域活動
などに参加し、⽣きがいを持って
⽣活できるよう、活発な交流を推
進し、福祉施設の適正な維持管理
を図ります。 

〇高齢者の活動の場の確保 
〇多様な活動（ボランティアや各種活動）のリー

ダーを育成する仕組みづくりの検討 
〇高齢者の交流機会の確保 
〇施設の有効かつ効率的な利⽤ 
〇高齢者就労の場の確保 
〇⽼人クラブの活動に対する補助 

⑤ 高齢者がいきいきと、その人ら
しく安心して暮らしていける環境
の整備に努めます。 

〇高齢者の⽇常⽣活における負担の軽減 
〇緊急時の連絡体制の確保 

⑥ 特別養護⽼人ホームをはじめと
する高齢者福祉施設については、
社会状況等を⾒極めつつ施設整備
のあり⽅を検討するなど、安心し
て暮らせる場所の確保に努めま
す。 

〇身体的、経済的理由により居宅において養護す
ることが困難な高齢者が暮らす場所の確保と整
備に向けた検討（⼩規模多機能型施設等） 

〇⾃⽴した⽣活を支援するための施設の運営 

□地域包括支援センター：介護サービスなど高齢者の生活を支える役割を果たす総合機関のこと。（高齢者やその家族が抱える介護サービスや

権利擁護、高齢者虐待、消費者被害などのさまざまな相談に応じる窓口でもある） 
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５ 障がい者（児）福祉の推進 

《方針》 

◎障がいのある人もない人も互いに尊重して住み慣れた地域で安心して暮らし、共に支え

合う社会の実現を図ります。 

 

【これまでの取組】 

・⼦どもの心身の発達とこころの課題に対応するために、乳幼児健診時に療育相談を
⾏い、網⾛市こども発達支援センターと連携しながら早期発⾒と適切な療育につな
げるように取り組んでいます。 

・⼦どもの将来を⾒据えた療養を⾏うために、療育を必要とする⼦どもに対して、網
⾛市や美幌町の⼦ども発達支援センターと連携し対応を⾏っています。 

・障がいのある人や家族が、必要なサービスを受けられるように情報提供を⾏ってい
るほか、「障害者総合支援法」に基づき、居宅介護や⽣活介護などの障がい福祉サー
ビスを提供しています。 

・障がいのある人に就労の機会を提供するために、地域企業への就労支援を⾏ってい
るほか、移動や外出に対する支援を⾏っています。 

・障がいのある人の居住や⽇中活動を支援するために、障がい者福祉センターちあふ
るを設置しているとともに、障がい福祉に対する地域の理解と関心を深め、交流活
動を通じて⾒守り体制が整備されるよう努めています。 

 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・子どもの成長発達には個人差があり、脳の発達が通常と異なる場合、

育児のしづらさや子ども自身が生活のしづらさを感じるなどの支障

が出てくるため、早めに子どもの傾向を知り、環境整備や子どもの接

し方について早期の段階から対策を講じることが必要です。 

・各部署が連携し、０歳から就学、成人まで一貫した療育体制の整備が

課題です。 
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・一人暮らしの身体障がい者に緊急通報⽤電話機を貸与し、急病・災害時に迅速に救援で 
きるよう支援体制を整えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施  策 施策の内容 

①育児のしづらさや⼦ども⾃身
の⽣活のしづらさを早期に把
握し支援します。 

〇発達支援指導員による専門的相談の推進（幼児健
診時） 

〇療育・教育・保健等関係機関との連携強化 

② 障がいのある人や難病患者
等が住み慣れた地域でその人
らしく、⽣きがいを持って⽇常
⽣活が送れるよう、その人にあ
った支援を⾏うためのシステ
ムやサービスの充実に努めま
す。 

〇障がいに応じた支援のための福祉サービスの推進 
〇障がいのある児を持つ保護者の負担軽減を図るた

めの支援体制の整備 
〇在宅での暮らしの不便を解消するための設備改造

に対する補助 
〇障がいのある人が安心して暮らし、⾃⽴に向けた

サービスを提供する施設の運営 
〇重度の障がいのある人が治療を受けるための医療

費の助成 
〇障がいのある人への虐待防止のための普及・啓発 
〇障がいのある児童・⽣徒のための放課後等デイサ 

ービスの整備・運営に関する検討 
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施策の背景 

・障がいのある人や難病患者等の家族の相談に応じる体制の強化が必要

です。 

・障がいのある人の就労の受け入れ先が少ない状況です。 

・網走市及び美幌町の事業所を利用せざるを得ない状況であり、町内で

の事業者の確保が課題です。 

・地域活動への積極的な参加や就労の促進などにより、住み慣れた地域

の中で誰もが社会に関わりを持ち、生きがいを持つことが必要です。 

・障がいのある人の居住や一時的な入居、日中活動支援の場として障が

い者福祉センターちあふるの運営が必要です。 

・一人暮らしの障がい者の非常時や緊急時に、ご家族等へ連絡が取れる 

ような体制づくりが必要です。 
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施  策 施策の内容 

③ 障がいのある人や難病患者
等の家族が安心して相談し、必
要なサービスを受けるための
情報提供ができるよう、相談支
援体制の充実を図ります。 

〇障がい福祉サービスの情報提供 
〇障がいに応じた計画作成を⾏う相談支援事業所の

運営 
〇基幹相談支援事業の広域連携 

④ ⽇常⽣活において⾃分一人
で外出することが困難な人へ、
社会参加等の機会を確保する
ためにも外出支援の充実を図
るとともに、就労機会の確保や
訓練により就労を支援します。 

〇社会適応訓練や障がい者雇⽤促進のための機会の
確保 

〇「ちあふる」の活動を通じ町⺠の理解と関心を深め
る体制づくり 

〇施設の有効かつ適正な管理運営 

⑤ 障がい者が、安心して暮らし 
ていける環境の整備に努めま 
す。 

〇緊急時の連絡体制の確保 
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６ 社会保障の充実 

《方針》 

◎将来に向けた社会保障制度の動向を見極め、健全で安定的な運営に努め、町民の健康と

福祉の保持増進を図ります。 

 

【これまでの取組】 

・北海道との協⼒・連携により、北海道国⺠健康保険運営⽅針に関する事務を共通認 
識のもと、健全で安定的な運営に取り組んでいます。 

・介護保険における安定した事業運営のため、事業計画に基づいた保険料の⾒直しを
⾏っているほか、後期高齢者医療については、北海道後期高齢者医療広域連合と連
携して各種申請や相談などの窓⼝業務を⾏っています。 

 

 

 

 

施策の背景と取組内容 

施策の背景 

・平成３０年度以降の国民健康保険制度は、北海道が財政運営の主体と 

なり、町は保険税の決定・賦課・徴収、保健事業等の地域における事 

業を担い、北海道と町が連携した運営に努める必要があります。 

・高齢者の医療制度を安定的に支え、医療や介護サービスの質を維持向

上させることが必要です。 

・医療費の増加に伴う保険料の増額が懸念されています。 

・介護が必要な人やその家族を社会全体で支える相互扶助の仕組みを周

知し理解を深めることが必要です。 

・少子高齢化が進み、保険料の増額が懸念されています。 

・無年金者を出さないようにしていくことが必要です。 

・所得の低い世帯の生活安定と経済的な自立を促進していくことが必要

です。 
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施  策 施策の内容 

①  北海道と町が一体となり、保険
税収納率の維持、向上に努めると
ともに医療費適正化を推進し、国
⺠健康保険の安定した運営を⾏
います。 

〇北海道と協⼒・連携し、収納率向上、医療費抑 
制に向けた国⺠健康保険の安定運営 

② 高齢者の医療保険制度の周知・
啓発を図り、必要なサービスや情
報の提供を⾏います。 

〇広域連合と連携した制度周知と被保険者への情
報提供 

③ 要介護者に継続した介護サービ
スを提供するため、介護保険の安
定した運営を⾏います。 

〇中⻑期的な視点を持った適切な事業計画の策定
と保険料率の⾒直しによる安定した保険運営 

〇広報を通じた介護保険制度の周知 

④ 国⺠年⾦制度の周知・啓発を図
ります。 

〇国⺠年⾦に関する手続き事務の実施及び相談窓
⼝の開設 

〇無年⾦にならざるを得なかった在⽇外国人高齢
者や障がいのある人への給付⾦の支給 

⑤ 低所得者の⽣活の安定と向上を
図ります。 

〇⽣活保護に関する相談 
〇⽣活支援に関する各種制度の情報提供 

  


